
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新潟県農業を取り巻く情勢 
  



 



第１ 新潟県農業を取り巻く情勢 
 

１ 国際的な動き 

 (1) 世界の食料の需給動向 

   ～今年度の穀物の期末在庫率は 26.8％で、前年より 0.2 ポイント低下する見込み～ 

 

表１－１－（１）穀物の生産量、消費量、期末在庫率の推移 

 
資料：米国農務省「World Agricultural Supply and Demand Estimates」「PS&D」 

出典：農林水産省 HP（http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/jki/j_zyukyu_kakaku/index.html） 

 注：期末在庫率(%)＝期末在庫量／消費量×100 

 注：米国農務省の 2026 年３月時点での見通しであり、毎月更新される。 

 

 

表１－１－（２）世界の人口の見通し 

年 世 界 の 推 計 人 口  

2020 年 78.9 億人  (100) 

2030 年 85.7 億人  (109) 

2050 年 96.6 億人  (123) 

          資料：総務省統計局「世界の統計 2025」(https://www.stat.go.jp/data/sekai/0116.html） 

           注：（ ）は 2020 年を 100 とした指数 

生産量 消費量 期末在庫量 期末在庫率

（億t） （億t） （億t） （％）

2000/01 18.5 18.7 5.6 30.3
2001/02 18.8 19.1 5.4 28.1
2002/03 18.2 19.1 4.5 23.3
2003/04 18.7 19.5 3.6 18.6
2004/05 20.4 19.9 4.1 20.7
2005/06 20.2 20.3 4.0 19.5
2006/07 20.1 20.5 3.5 17.1
2007/08 21.3 21.1 3.7 17.5
2008/09 22.5 21.7 4.5 20.7
2009/10 22.5 22.2 4.8 21.8
2010/11 22.1 22.4 4.5 20.2
2011/12 23.4 23.3 4.7 20.1
2012/13 23.0 22.9 4.8 21.0
2013/14 25.2 24.2 5.8 24.0
2014/15 25.6 24.7 6.8 27.4
2015/16 25.3 24.6 7.4 30.1
2016/17 26.7 26.1 8.0 30.9
2017/18 26.2 26.0 8.3 31.7

2018/19 26.3 26.4 8.2 31.0
2019/20 26.8 26.7 8.3 30.9

2020/21 27.3 27.5 8.0 29.2
2021/22 28.0 28.0 8.0 28.6
2022/23 27.7 27.7 7.9 28.6
2023/24 28.2 28.2 8.0 28.3
2024/25 28.5 28.7 7.8 27.0
2025/26 29.8 29.6 7.9 26.8

年度



 

   (2) 我が国の農産物の輸出入状況 

   ～ 我が国の農産物貿易は輸出額が増加傾向で、輸入額は近年上昇傾向 ～ 

 

図１－１－（１）農産物輸出入額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：農林水産省「農林水産物輸出入概況」 

（https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html） 

         日本銀行時系列統計データ「為替」（https://www.stat-search.boj.or.jp/） 

   注：アルコール飲料、清涼飲料水、菓子（米菓を除く）、たばこ等を含む 

 

                        図１－１－（２）品目別農産物輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：農林水産省「農林水産物輸出入概況」 

    （http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/houkoku_gaikyou.html） 

注：穀物には、穀粉（ひき割等を含む）、穀物・穀粉の調整品は含まれない 



図１－１－（３）我が国の主要農産物の国別輸入割合（2024 年金額ベース） 
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  資料：農林水産省「農林水産物輸出入概況」 

     （https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html） 

   注：農産物全体には、羊毛、アルコール飲料、たばこ、天然ゴム及び綿を含む 

     ラウンドの関係で合計が 100％にならないことがある                       

米国

65%

ブラジル

19%

カナダ

15%

その他 1%

中国

48%

米国

25%

タイ 4%
ベルギー 4%

エクアドル 3%

その他

16%

米国

77%

ブラジル

20%

その他

3%

米国

20%

中国

11%

豪州

8%タイ

7%
カナダ

6%

その他

48%

カナダ

39%

米国

39%

豪州

22%

その他 0.1%

豪州

45%

米国

38%

ニュージーランド

7%

カナダ 6%
メキシコ 3%

その他

2%



２ 国内的な動き 
 (1) 食料自給率 
  ア 全国の食料自給率 
    ～ 食料自給率（カロリーベース）は前年度と同じ 38％ ～ 
 

表１－２－（１）主要品目の品目別自給率の推移 
（単位：％） 

 

資料：農林水産省「食料需給表」 
注１： 品目別自給率、穀物自給率及び主食用穀物自給率の算出は次式による。 
       自給率＝国内生産量／国内消費仕向量×100（重量ベース） 
注２：供給熱量総合食料自給率の算出は次式による。ただし、畜産物については、飼料自給率を考慮して算出して  
いる。 
   自給率＝国産供給熱量／国内総供給熱量×100（熱量ベース） 

注３：生産額ベースの総合食料自給率の算出は次式による。ただし、畜産物及び加工食品については、輸入飼料及  
び輸入食品原料の額を国内生産額から控除して算出している。 
   自給率＝食料の国内生産額／食料の国内消費仕向額×100（生産額ベ－ス） 

注４：飼料自給率については、ＴＤＮ（可消化養分総量）に換算した数量を用いて算出している。 
 

表１－２－（２）ＰＦＣ熱量比率の推移 
                                      （単位：％） 

 
資料：農林水産省「食料需給表」 

 

 

 

 

 

 
 



イ 新潟県の食料自給率 
   ～ 本県の食料自給率（カロリーベース）は３ポイント減少し 114％～ 
 

表１－２－（３）新潟県の食料自給率の推移 
（単位：％） 

 

資料：農林水産省「都道府県別食料自給率の推移」 
 
 
 (2) 食料消費の動向 
   ～ 米の消費量は前年度より 3.1kg 増加 ～ 
  ア 供給熱量の推移 
 

 表１－２－(４) 国民１人当たり供給熱量の推移 

 
 

資料：農林水産省「食料需給表」、五訂日本食品標準成分表の公表により昭和 60年度まで改訂。 
注１：「純食料」とは、通常廃棄される部分を除いた、人間の消費に直接利用可能な食料の形態の数量を表している。 
注２：令和元年度以降の供給熱量は、「日本食品標準成分表 2020（八丁）」を参照しているが、単位熱量の算定方法

が大幅に改定されているため、それ以前と比較する場合は留意されたい。 

 
 
 
 



イ 食料消費支出 
 
表１－２－(５) １世帯当たり１か月間の食料費支出（二人以上の世帯、全国） 

（単位：円）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：総務省「家計調査年報」 
注：「家計調査年報」の「穀類、主食的調理食品」を主食、「魚介類、肉類、乳卵類、野菜・海草、油脂・調味 
料、調理食品（主食的調理品を除く）」を副食品、「果物、菓子類、飲料、酒類」を嗜好品とし、「外食」

は外食として算出 


